
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

【現状】
〇遊びの中で、さまざまな運動を経験できるよう
教材を研究したことで、楽しんで取り組んでいる
児童が多い。

【課題】
〇学習規律が身に付いておらず、主運動の時間を
長く確保することが難しい。

◎学習習慣２
【授業中に自分の考えを述べたり、他者の発言を集中して聞
いたりする】を意識した教材を授業を展開していく。道具の
用い方や表現の工夫、ルールの工夫など児童の考えの幅が広
がる授業展開をしていく。また、児童の考えを生かした授業
づくりを学習習慣とし、運動経験の幅も広げていく。

〇低学年は、遊びの要素を大切にしながら、さまざまな運動
技能の獲得を目指していく。

第２学年

【成果】
○手本となる動きを紹介する
場面を設けることで、よりよ
い動きをしようとする意欲に
つながった。
○友だちから動きのよいとこ
ろを褒められることで、より
意欲が向上した。
【課題】
○２年生にとってどのような
動きが、取り上げるべき「よ
い動き」なのかを明確にする
必要がある。

【現状】
〇様々な運動遊びに対して楽しんで取り組むこと
ができている。

〇苦手な運動に対しては、児童同士で運動のポイ
ントなどを伝え合いながら取り組む姿勢ができて
いる。

【課題】
〇より難易度が高い運動に対して、挑戦しようと
しない姿が一部にみられる。

◎学習習慣２
【授業中に自分の考えを述べたり、他者の発言を集中して聞
いたりする】を意識する。児童同士がより運動について学び
合い、励まし合える場や集団の作り方を工夫する。また自分
（もしくは自分たち）がより難しく高いレベルの運動に取り
組もうとする意欲を高めるために、ワークシートやゲームの
ルールなどを工夫する。

第３学年

【成果】
○手本となる動きを紹介する
場面を設けることで、よりよ
い動きをしようとする意欲に
つながった。
○友だちと協働して学習する
場面を意図的に設定すること
で、学びに対する意欲が高ま
るとともに、動きの質も向上
した。
【課題】
○共生の視点から「だれとで
も」かかわっていくというこ
とを今後はより大切にしてい
きたい。

【現状】
〇準備運動、主運動につながる動きを大事にし、「心と体の
スイッチオン」を意識することで、全員が前向きに体育学習
に取り組むことができている。
〇友達と協働して学ぶ良さを実感し、だれとでもかかわって
学習することができる。
〇運動の行い方を工夫したり、ゲームの規則を工夫したり
と、自分たちでより楽しい運動にすることができる。
〇ゲーム領域では、今もっている力でゲームを楽しむことを
通して、結果として技能を身に付けることができた。
【課題】
〇器械運動、陸上運動などの技能の差が見えやすい領域に関
しては、苦手意識をもつ子もいる。
〇水泳を一斉一律の指導から、課題を解決していく水泳学習
に変換していく必要がある。

◎運動そのものがもっている特性を大切にし、児童に十分に
特性を味わわせることができる学習にする。その中で、三つ
の資質・能力を育んでいくことができるようにする。特に技
能獲得を目指すのではなく、運動を楽しむ中で結果として技
能が身に付くような学びにする。そうすることが苦手な子へ
の一つの手立てとなる。
〇友達とかかわって行う運動や活動を意図的に多く取り入
れ、一人ではできない、学校だからできる楽しさを味わわせ
る。
〇楽しい雰囲気をつくるだけでなく、児童が「できる」よう
になったり、「わかる」ようになったりするように、教師自
身がその運動の技能分析や特性について学ぶことが必要であ
る。
〇振り返りの時間を大切にし、必ず教員がコメント入れ、児
童の思考力・判断力・表現力等を高める。

第4学年

【成果】
○学習用タブレット端末を活
用した資料提示や技能改善に
向けた動画の活用など、主体
的に課題解決に向かう児童が
増えた。

【課題】
○運動に苦手意識をもってい
る児童のために、どの領域に
おいてもスモールステップの
場を設定する必要がある。

【現状】
○運動好きな児童が多く、授業には主体的に取り
組んでいる。

【課題】
〇小集団での学び合いの際に、うまく伝えられず
学習が停滞してしまう場面が見られる。
〇領域によって能力の偏りがある。

〇自分の課題を把握し、協働的な学習につなげていくため、
伝え合いや教え合いの活動を多く取り入れていく。

◎学習用タブレット端末を活用して、運動のコツを視覚的に
確認できるようにして、児童同士が運動について学び合いが
やりやすいようにする。運動を視覚的に理解しやすいように
お手本の動画を手軽に見やすくし、友達同士で動画を取り
合ってお手本と比較することができるようにする。

〇学習後に振り返りを行い、次時の活動につなげていく。

第5学年

【成果】
○タブレットを活用して、自
分の動きやお手本を自らの動
きを改善しようと、主体的に
取り組んでいる。

【課題】
○動きの質を高めるために、
賞賛以外の技能ポイントにつ
ながる言葉を指導していく必
要がある。

【現状】
○運動好きな児童が多く、抵抗感なく活動に取り
組むことができている。

○ペアやトリオ、グループで励まし合ったり、教
え合ったりすることができる。

【課題】
○運動が好きな児童は多いが、極端に苦手意識を
もっている児童もいる。

○課題解決に対しての必要感を感じていない児童
がいる。

◎課題解決に向けて個人や仲間と学ぶ行い方について丁寧に
指導する。

〇運動のもつ楽しさを児童と共に共有し、その楽しさを味わ
えるように児童と合意形成を図りながら学習を展開できるよ
うにしていく。

○学校で取り組んでいる健康教育の意義を今一度伝えなが
ら、運動すること・健康でいることの大切さを実感できる指
導を行う。

○外遊びや体育的活動「六スポ」の楽しさを味わうことがで
きるような雰囲気づくりを心掛けて学級経営を行う。

第6学年

【成果】
○学習用タブレット端末を活
用して、授業の振り返りだけ
でなく、前時とのつながりや
技のポイント動画などを適宜
確認できたことが、学びの意
欲へとつながっていた。

【課題】
○学校でできることと家庭で
できることを意識した授業づ
くりは行えたが、家庭におけ
る保健活動や運動の啓発まで
には至らなかった。

【現状】
○どの児童も、運動することに対して前向きに楽
しく活動している。

○ただ「楽しい」だけでなく、運動や競技の特性
に迫る反応や教え合いなどが生まれるようになっ
た。

【課題】
○運動面については高い意欲や意識をもって取り
組んでいるが、健康面を意識した生活について、
特に睡眠についての意識がやや低いように感じ
る。

◎学びの連続性を意識した指導を行う。
学校でできること・家庭でもできること、個人でできるこ
と・協働しながらできることを単元の中で明確にし、そのう
えでゴールイメージに迫る課題把握や課題解決に向けた適切
な指導を行う。

○毎回の体育・保健学習を通して、運動面だけでなく健康面
も意識させながら、これからの自己の生き方や生涯スポーツ
との関わりへの視点をもたせるようにする。
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